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 論文題名 
楕円フーリエ解析法を用いた，合併症を有さない急性 B 型大動脈解離に対する形態解析・
拡大予測の検討：偽腔開存型 80 例のデータ集積 
 研究目的 
  合併症を有さない急性 B 型大動脈解離に対しては保存療法が第１選択となるが、慢性期
に瘤径拡大をきたし外科治療介入が必要と成る症例も存在する。早期に正確な拡大予測が
可能となれば、より有用な治療が可能となる。今回，楕円フーリエ解析法を用いて大動脈
解離の真腔に対し形態解析を行い，形態的要素が拡大予測因子と成りうるかを検討した。                                        
 研究方法   
 合併症を有さずかつ偽腔開存型の急性 B 型大動脈解離症例 80 例を，遠隔期に拡大を来









な拡大予測因子と成りうる結果であった。                                       
結論 
  楕円フーリエ解析を用いて急性 B 型大動脈解離の真腔形態を解析・数値化することで，
形態要素がより有用な拡大予測因子と成りうる結果となった．                                        
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New predictor of aortic enlargement in uncomplicated Type B aortic dissection 
based on Elliptic Fourier analysis 
結果の要旨 
 
・合併症を有さない急性 B 型大動脈解離症例にたいし、楕円フーリエ解析法を用いて真腔の形態解
析を行った。解析結果である主成分値が遠隔期の拡大予測因子として有用である結果であり、より
有効な早期外科治療介入に繋がる可能性が示唆された。 
  
・主査・副査・委員の先生方の学位審査のもと、学位授与に値すると全員より認められた 
 
 
 
 
 
 
 
